
１　基礎情報

２　施設利用状況の推移

人 人 人 人 人 人
人 人 人 人

３　施設利用者の満足度（利用者アンケート結果）

４　主な自主事業実績

５　主な修繕実績

６　収支状況 （単位：円）

※　「想定事業費」：市が直営で管理した場合に想定される事業費

金　額

増圧ポンプ 増圧ポンプ電装部品交換 423,500

　内、指定管理料　a 119,452,828 134,998,400 130,469,535

156,779,137

3,444,688 3,797,568

区　分 令和元年度

支出額　　　　　B 119,686,771

- 5,818,181 ▲ 7,407,043

修繕箇所・修繕名等 内　　容

352,880

令和２年度

空調機ドレンホース劣化破損の部品交換

収支額　　　 A-B 5,033,550 10,851,731

638,797,643

23,127,537
▲ 1,235,982

特記事項
（増減額の説明等）

対前年度比

506,002,568127,212,531 134,546,450 124,556,816

156,857,358 165,198,835 159,962,313

保育室

給食室 コールドテーブル修理 101,123

年次継続監視評価表（令和４年度）

自主事業名 内　　容 参加者数等

回答者数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

14,065,950
120,561,682 505,482,445

　内、利用料金収入 2,336,080 4,183,070 3,794,800 3,752,000

529,130,105収入額　　　　　A 124,720,321 138,064,262 137,991,138 128,354,384

想定事業費　　C

施設・設備管理

-

対前年度比
人数（件数）

区　分

接客対応 教室・イベント等 その他

令和３年度

上半期

-
1,324 1,339

15
1,210
▲ 15

令和４年度

-

対　象　施　設

施設の設置目的

施設所管部署
指 定 管 理 者
指　定　期　間

指定管理業務内容

春日部市立第９保育所

児童福祉法第24条第1項に規定する保育を必要とする児童を入所させて保育するため

こども未来部保育課

令和５年度

平原学園・アクティオ共同事業体
平成３１年４月１日～令和６年３月３１日
(1)保育所の運営に関する業務
(2)保育所の施設(設備及び物品を含む。)の維持管理に関する業務
(3)保育所の利用を通じた乳幼児の保育と健全な育成に関する業務

過去５年間の平均 令和元年度 令和２年度

1,225
▲114

1,291

下半期

芋堀り

-

利用者の主な
意見・要望等

・保護者が見に行ける行事をもっと行って欲しい
・ＬＩＮＥ以外のＩＣＴ化も行って欲しい

74 100% 100% 100%

34,729,300 39,400,631

66,000

合　計

133,315,198削減額　　　 C-a 37,326,309 21,858,958

97%

区　分

354,039,861　内、人件費 83,235,523 89,575,171 94,422,870 86,806,297

78 100% 100% 99%
全体

満足度

体育指導
跳び箱や縄跳び等、外部講師を招き月に1～2回程度体
育指導を実施している。

1,183人

97%

英語であそぼう
年長を対象とし英語で歌を歌ったり、簡単な単語のゲーム、
会話などを外部講師を招き月に1回程度英語指導を実施している。 210人

幼稚園の畑を借りて、芋堀りを経験する 24人



※評価結果の凡例
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〇
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受付等業務従事者の接客態度・対応は適切か。

職員の育成指導、研修体制は十分か。
適正な雇用・労働条件が確保されているか。

７　四半期継続監視評価結果

８　年間を通じた個別事項の評価

Ｂ：適切な指定管理業務が実施されておらず、さらなる努力を要する。
Ｃ：全体的に適切な指定管理業務が実施されておらず、取組を見直す。

Ａ：適切な指定管理業務が実施されている。

評価結果 特記事項（不適となった事項の有無、指導事項、改善状況　等）
不適事項なし

不適事項なし

不適事項なし

９　総合評価

適（○）の数

施設の効用を
最大限に発揮させているか。

第１四半期

第２四半期

2

評価項目

住民の平等な利用が
確保されているか。

事業計画書で提案された内容が適切に実施されているか。

施設の安全・衛生管理、危機管理、災害時等緊急時の対応は適切か。

1

事業収支は事業計画書による計画と乖離していないか。

会計処理業務が適切に行われているか。

A

A

A第３四半期

適切な計画の下、効果的な修繕・保守点検が実施されているか。

主な内容
事業等の内容に偏りがないか。
施設の利用が一部の利用者に偏った計画・実施となっていないか。
サービス向上のための適切な方策が実施されているか。

自主事業は適正・効果的な実施となっているか。

A

A令和４年度の評価結果

住民サービスの向上や経費の節減について

利用者アンケート結果では全体の満足度が９５％を超えており、「いつも子どもが楽しめる遊び、イベントをし
て下さりありがとうございます。」などの声が上がっています。また、利用者からの要望についても検討し、対
応できています。

指導に対する対応・改善状況について

不適事項特になしです。

英語であそぼうや体育指導、芋掘りなど、様々な自主事業を実施しており、特色のある保育サービスを行っています。ま
た、施設管理についても、適切に修繕などを行い、施設の安全管理に努めています。今後も引き続き、民間事業者のノウ
ハウを活用し、施設の適正な管理運営を行い、安心安全な保育所の運営に努めてください。

その他（上記以外の制度導入による効果、業務状況、課題、今後の方向性等）

区分

不適事項なし
第４四半期

パンフレットの整備等、積極的な利用案内が行われているか。

6 その他 地域経済の活性化に繋がる市内事業者との連携が図られているか。
市との適正な信頼関係や協定書等に基づく協力関係が築けているか。

個人情報に関する情報の管理体制は十分か。

書類等文書の作成・管理・保存は適正に行われているか。

サービス水準を確保した効果的な経費縮減に取り組んでいるか。

施設の適切な管理運営が
計画的に実施されているか。

管理に係る経費の縮減が
図られているか。

安定的な運営体制が
確保されているか。

指定管理料の範囲内で効果的・効率的な予算執行が行われているか。

職員体制は十分か。


